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睦墜塗墜巴睦筐開票結果
　　4月26日投票　（市選管確定）
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二
十
六
人
の
新
議
員
さ
ん

に
、
抱
負
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
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。
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村山隆太郎

（西浦町東　56歳）

　
市
民
の
代
弁
者
と
し
て
市
民
本
意
の

市
政
を
実
現
し
、
市
の
発
展
に
全
力
を

尽
す
。
特
に
道
路
整
備
・
雪
害
対
策
・

観
光
開
発
に
よ
り
商
業
振
興
、
水
資
源

確
保
に
よ
り
農
業
振
興
と
地
場
産
業
振

興
、
併
せ
て
福
祉
行
政
の
充
実
を
図
る
．
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大島清松
（丸山町　45歳

　
現
在
の
十
日
町
市
に
は
困
難
な
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
一
番
大
き
な

問
題
は
若
者
が
定
着
出
来
る
働
く
場
の

確
保
だ
と
思
い
ま
す
。
若
さ
と
行
動
力

で
市
民
と
共
に
、
真
剣
に
考
え
行
動
し

発
言
す
る
議
員
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

水野寛男
（川治下町155歳）

　
　
産
業
雇
用
の
開
発
を
促
進
す
る
た
め

　
積
極
的
に
働
き
か
け
た
い
。
信
濃
川
の

　
水
問
題
を
は
じ
め
水
資
源
確
保
は
産
業

　
活
全
般
に
か
か
わ
る
。
公
平
適
切
な
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．
上
水
道
水
．
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対
策
な
ど
生

㎜
政
が
行
わ
れ
る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
し
て
行
く
。
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飯塚洲司
（水沢市ノ沢　59歳

　
市
財
政
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
の
声
を
、
よ
り
多
く
行
政
に
反
映

す
べ
く
努
力
し
ま
す
。

　
な
お
、
二
十
一
世
紀
に
向
っ
て
の
長

期
的
視
点
に
立
っ
て
、
積
極
的
か
つ
真

剣
に
対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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宮沢健一
（小黒沢　57歳

　
市
財
政
の
健
全
を
基
本
と
す
る
中
で
、

▼
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

▼
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

▼
道
路
・
交
通
網
の
整
備

▼
リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
導
入
実
現

等
に
つ
い
て
皆
様
と
共
に
努
力
し
ま
す
。
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が
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る
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指
し
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そ
の
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め
に
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地
場
産

業
の
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興
、
農
業
基
盤
の
確
立
、
企
業

誘
致
、
観
光
開
発
な
ど
雇
用
の
場
を
確

保
し
、
さ
ら
に
生
活
関
連
道
路
、
文
化
、

教
育
、
福
祉
な
ど
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
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地
場
産
業
の
振
興
な
ら
び
に
企
業
誘

致
や
観
光
開
発
を
進
め
雇
用
を
拡
大
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
産
業
政
策
、

克
雪
対
策
、
道
路
交
通
網
の
整
備
、
水

資
源
対
策
、
教
育
、
福
祉
等
、
市
の
主

要
課
題
に
全
力
投
球
し
た
い
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多
様
化
し
て
い
る
市
民
の
要
望
を
市

　
政
に
反
映
さ
せ
、
福
祉
と
生
活
の
向
上

　
を
図
り
、
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
を
果
た

　
す
と
共
に
、
若
者
が
安
心
し
て
定
着
出

　
来
る
魅
力
と
活
力
の
あ
る
市
づ
く
り
に

　
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
行
動
し
た
い
。
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庭野重信
（西寺町　56歳）

　
地
場
産
業
の
不
振
と
雪
害
を
克
服
し
、

農
業
の
振
興
を
進
め
、
大
企
業
の
誘
致
、

水
資
源
の
確
保
、
学
園
の
誘
致
、
観
光

の
開
発
等
、
強
力
的
に
進
め
、
青
少
年

の
健
全
育
成
、
福
祉
の
充
実
に
努
力
し

て
行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。
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庭野耕策
（新座364歳

　
リ
ゾ
ー
ト
法
案
の
国
会
提
出
に
よ
り

該
当
地
十
日
町
市
の
積
極
的
対
応
が
必

要
と
思
う
。
当
市
の
主
幹
産
業
の
織
物
、

農
業
に
次
ぐ
、
否
こ
れ
に
ま
さ
る
第
三

の
産
業
と
し
て
育
成
し
、
国
民
的
・
市

民
的
要
請
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

西川勝雄
（四日町2　49歳）

　
地
域
活
性
化
を
図
り
、
何
と
言
っ
て

も
雇
用
の
場
を
確
保
し
、
若
い
人
た
ち

が
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
や
、

信
濃
川
の
水
問
題
、
な
っ
と
く
出
来
る

農
業
施
策
の
確
立
な
ど
、
山
積
し
て
い

る
諸
問
題
に
取
り
組
み
た
い
。

2



庭野誠助
（田中町本通り　60歳）

▼
生
活
用
水
、
流
消
雪
用
水
の
確
保

▼
冬
期
間
の
道
路
交
通
の
対
策
▼
克
雪

ダ
ム
建
設
の
促
進
▼
田
川
バ
イ
パ
ス
の

早
期
着
工
▼
流
雪
溝
の
整
備
促
進
▼
福

祉
、
教
育
施
設
の
充
実
▼
国
内
姉
妹
都

市
の
提
携
▼
図
書
館
建
設
の
促
進

斎木正義
（南鐙坂61歳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障．　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　障脚，　　　　　　　　　　　　　　　　欄榊　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　聯㎜　　　　　　　　　　　　　　∴嚇　　　　　　　　　　　　　潜　　　　　　　　　　　　　轄鼎　　　　　　　　　　　　欄　　　　　　　　　　　　欄　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　『A㎜　　　　　　　　　一　　　　　　　　　擢甜，　　　　　　　　、鼎’　　　　　　　　糊　　　　　　　r，櫛　　　　　　一　　　　　　，》9粕　　　　　榊　　　　　ウト．中　　　　　A㎜　　　　㎜　　　舶㎜　　　別帽　　甲岬　一
　，牌温，欄照

　
田
園
産
業
文
化
都
市
と
し
て
市
民
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
健
全
財
政

を
維
持
し
な
が
ら
市
総
合
計
画
の
推
進

に
努
力
す
る
と
共
に
、
議
員
の
監
査
機

能
を
十
分
に
発
揮
し
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
挺
身
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

小林辰雄
（本町4　58歳）

　
利
水
・
克
雪
に
一
層
努
力
を
続
け
ま

す
。
北
越
線
開
通
に
備
え
、
魚
沼
の
拠

点
に
ふ
さ
わ
し
い
商
業
の
近
代
化
を
図

り
、
産
業
の
礎
で
あ
る
道
路
網
を
は
じ

め
都
市
環
境
を
整
備
し
、
潤
い
の
あ
る

市
民
生
活
が
出
来
る
よ
う
目
指
し
ま
す
．

　　　　　　，脚嚇　　　　　　，、榊　　　　　　，榊　　　　　’・甲朝　　　　　r，’■，A，　　　　甲陥，A．　　　｝”覗’　　　，沖A　　x輔・　　西｝，　甲甲錦　沖甜ン　跡、脚
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佐藤利雄
（田中町西　60歳）

　　蔑　聯　噸　朝
獅，

　
議
員
任
期
の
総
仕
上
げ
。
初
心
に
帰

り
、
当
市
の
直
面
し
て
お
る
重
大
案
件

に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
。
福
祉
、
産

業
、
冬
期
、
観
光
の
各
対
策
の
推
進
。

明
日
の
十
日
町
市
建
設
を
目
指
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

撫麟

大島昭三
（昭和町4　59歳）

初
心
に
帰
り
市
民
の
生
の
声
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
と
共
に
、
行
政
に
対
す

る
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
す
役
割

を
徹
底
さ
せ
た
い
。

小宮山達男

（慶　　地73歳）

　
道
の
改
良
舗
装
を
は
じ
め
、
織
物
産
業

　
と
農
業
問
題
お
よ
び
青
少
年
が
定
着
出

　
ー
ト
タ
ウ
ン
構
想
の
促
進
に
努
め
る
。

・
　
財
政
の
健
全
化
に
努
め
る
と
共
に
、

　　

、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
克
雪
対
策
、
市

　　

・
来
る
街
づ
く
り
、
水
資
源
対
策
と
リ
ゾ

轍隙

　　　　　　　榊　　　　　　噸’　　　　　艸，　　　　　顕　　　　　・博　　　　苗誕　　　　醐　　　　蹴献　　　矯軸　　　A　　　㈱　　｝轟甲・　　，嘔　㈱　悼ン試　曽
蝋、姉冗　　　　　　　匹、■　　　　　　　曽　　　　　　か鳳　　　　　　‘砕ンン博　　　　　聯　　　　　聯1・’　　　　’“y榊　　　眠　　　イ占　　　；“詑　　　瀞）　　・鱒　　、附：　　嚇　、嘱㎜

欄・

渡辺春吉
（桜木町　60歳）

　
奉
仕
の
心
で
、
市
民
の
声
を
声
と
し

て
市
政
に
反
映
し
、
ま
た
新
風
に
な
れ

ば
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
地
場
産
業
、

減
反
対
策
等
々
を
は
じ
め
、
現
下
の
生

活
基
盤
の
問
題
に
対
処
し
、
道
路
等
の

社
会
資
本
の
充
実
に
努
め
ま
す
。佐藤一男

（新光寺　60歳）

、・鱒欄，㎜％甲A耀
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綿％，

　
　
執
行
機
関
と
議
会
の
責
任
・
機
能
を

　
明
確
に
し
、
①
信
濃
川
の
水
資
源
確
保

　
と
減
反
政
策
の
見
直
し
②
市
民
所
得
の

　
向
上
匹
企
業
・
教
育
機
関
の
誘
致
、
観

　
光
開
発
に
よ
る
人
口
の
流
入
③
生
活
環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
臓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
広
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
蕨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
住
民
犠
牲
の
地
方
行
革
を
改
め
、
も

　
の
も
言
え
な
い
市
政
で
な
く
、
ム
ダ
を

　
省
き
、
市
民
本
位
の
市
政
へ
の
転
換
。

　
水
道
料
、
国
保
料
な
ど
住
民
負
担
の
軽

　
減
。
老
人
医
療
の
見
舞
金
制
度
の
創
設

　
を
は
じ
め
福
祉
を
充
実
さ
せ
た
い
。
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榊
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㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗

　
境
基
盤
整
備
と
克
雪
対
策
に
努
力
す
る
。
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丸山喜平
（吉田山谷　64歳）

　
基
幹
産
業
の
振
興
を
図
り
、
優
良
企

業
誘
致
を
促
進
し
、
豪
雪
地
帯
の
高
速

体
系
道
路
網
と
生
活
環
境
整
備
、
教
育
、

文
化
、
高
齢
化
社
会
福
祉
の
向
上
等
に

よ
り
若
者
が
喜
ん
で
定
着
出
来
る
特
色

あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
努
力
し
ま
す
。

野上和男
（高島1　56歳）

　
「
恵
ま
れ
な
い
地
域
や
人
々
に
温
か

い
政
治
の
光
を
」
を
政
治
活
動
の
原
点

に
置
き
、
十
日
町
の
発
展
の
た
め
努
力

し
ま
す
。
①
雪
に
強
い
町
づ
く
り
②
織

物
産
業
振
興
と
農
業
基
盤
整
備
③
教
育

内
容
の
充
実
人
材
育
成
④
福
祉
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

鞭

佐藤勝巳
（伊達469歳

　
市
政
の
発
展
と
市
民
生
活
の
充
実
を

目
指
し
、
実
現
に
誠
意
と
勇
気
を
も
っ

て
努
力
し
ま
す
。
O
公
共
事
業
・
観
光

事
業
の
推
進
O
山
地
と
平
場
の
格
差
是

正
O
教
育
施
設
の
充
実
、
社
会
福
祉
の

向
上
O
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

名地武文
（城之古東町　47歳）

　
　
郷
土
の
未
来
に
光
を
あ
て
る
た
め
、

　
民
主
的
で
明
る
い
街
づ
く
り
と
地
域
に

　
合
っ
た
産
業
お
こ
し
等
、
人
を
優
先
す

　
る
行
き
届
い
た
市
政
の
実
現
。
反
戦
平

　
和
、
人
権
擁
護
の
立
場
か
ら
平
和
と
民

　
主
主
義
を
守
る
た
め
に
闘
い
つ
づ
け
る
。

上村仁平
（土市168歳）

　
　
ま
ず
公
約
実
現
に
努
力
し
、
そ
の
た

　
め
水
沢
中
学
校
の
竣
工
、
国
道
改
良
に

　
全
力
を
注
ぐ
と
共
に
、
道
路
の
整
備
、

　
雪
対
策
等
、
住
民
生
活
に
直
結
し
た
問

㎜
老
人
対
策
を
も
っ
と
考
え
努
力
し
た
い
。

　　

脳
題
解
決
に
努
力
し
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
、

㈱撚㎜　，噸、　、博隔艸
，櫛軍

　
　
私
は
二
期
目
の
課
題
と
し
て
、

　
に
安
定
し
た
財
・
政
策
対
応
の
促
進
を

　
願
い
、
地
域
住
民
の
満
足
度
の
高
い
活

　
動
に
全
力
投
球
す
る
と
共
に
、
地
域
の

　
観
光
、
商
工
広
域
議
員
と
し
て
地
域
の

　
活
性
化
に
燃
え
て
頑
張
り
ま
す
。

肋ひ獅酬糊躰け脚蝋

て半間正、

当　（高田町2　56歳）
局
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24時間リレー250kmを走りました

　今月3日正午スタート、4日正午ゴールの24時間タスキ

リレーが、飛渡地区運動広場で行われました。このリレー

は、昨年完成した運動広場を地区みんなで祝おうと、飛渡

地区体協が中心になって地区民に呼びかけたものです。

　のべで男性66人、女性17人が参加。年齢は2歳5カ月の

坊やから70歳のおじいちゃんまで、1周200mのグラウンド

を250km走りぬきました。

　4日は晴れたものの、3日は雨と風の悪天候。参加者は

ずぶぬれになりながらの奮闘、応援者は暖房や夜食の用意

を、みんなが燃えた24時間でした。　「よくぞがんばった」

「今度はギネスにでも挑戦しょうか」　「みんなが一緒にな

るのは何ともいえないね」……。そんな声が聞かれました。

0礪
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O
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蝋難羅覇糧　　　　　　　　　　　　　　　　　灘耀曝購灘1

ゴール！気持ちも晴れ晴れ

灘経営者セミナー毎日の気配りがポィント

実践例に参加者は関心を

　黛魅力ある観光地づくりのために”県観光協会など主催

のセミナーが4月16日、クロス10で開かれました。観光客

は関越高速道の開通を契機に急増していますが、それに伴

なう問題点も山積しています。

　会場には、旅館、ホテル関係者約60人が参加。セミナー

の講師に招かれた原田健一氏（共立観光㈱社長）は、「客へ

の気配りにあふれた宿、料理とサービスのいい宿、新潟ら

しいサービスも何も難しいことでなく、素朴で心温まるこ

とに心がければ……」　と糸吉ばれました。

気
、
琴
、

、

、
9
4　

　
五
月
晴
れ
。
第
三
十
八
回
十
日
町
雪

　
ま
つ
り
の
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
（
城
ケ
丘

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
で
四
月
三
十
日
に
大
掃

　
除
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
条
島
老
人
ク

　
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
中
心
に
各
地
域
か
ら

　
二
十
三
人
の
お
年
寄
り
が
汗
を
流
し
ま

　
し
た
。

　
　
　
「
働
く
、
体
を
鍛
え
る
」
と
生
活
は

・
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
元
気
ハ
ッ
ラ
ツ
の

　
　
の
人
た
ち
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
活
躍

　
　
ぶ
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
そ
こ
で
大
掃
除
の
作
業
に
当
た
っ
た

　
　
五
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

　
樋
熊
久
三
さ
ん
（
中
条
島
・
64
歳
）

　
　
　
こ
ん
な
に
沢
山
の
空
ビ
ン
・
ビ
ニ
ー

　
　
ル
袋
・
石
こ
ろ
が
冬
ご
も
り
し
て
い
る

　
　
の
に
驚
き
ま
し
た
。
勤
労
意
欲
が
お
う

　
盛
な
年
寄
り
が
増
え
ま
し
た
ね
。

帖

繍即陪
顔
．
・
：
．
．
。
そ
の
姿
か
ら
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

還

馨
護
P
》
難
ぎ
学
3

まだ、まだ、負けんぞ！

代表：岡田松蔵さん

（中条島　奮57－0207）

佐
藤
広
一
さ
ん
、
（
北
原
・
6
6
歳
）

　
マ
ナ
ー
が
悪
い
人
た
ち
が
い
ま
す
ね
。

後
始
末
は
だ
れ
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
ね
。

岡
田
熊
蔵
さ
ん
（
中
条
島
・
7
0
歳
）

　
若
手
は
勤
め
て
い
ま
す
。
家
に
と
じ

こ
も
っ
て
ば
か
り
い
て
は
…
…
。
こ
う

し
て
仲
間
と
仕
事
す
る
機
会
が
数
多
く

あ
っ
て
楽
し
み
で
す
。

樋
熊
音
吉
さ
ん
（
下
町
・
6
8
歳
）

　
き
ょ
う
の
大
掃
除
に
初
め
て
き
ま
し

た
。
天
気
が
よ
く
て
気
分
が
い
い
で
す

ね
。
温
か
い
人
情
に
接
す
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
で
す
。

樋
熊
昇
治
さ
ん
（
中
条
島
・
7
1
歳
）

　
じ
っ
と
し
て
い
る
の
が
き
ら
い
な
性

格
な
の
で
達
者
で
あ
る
限
り
、
働
き
た

い
で
す
。
年
寄
り
同
志
が
集
ま
っ
て
話

し
合
う
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
小
遣
い

と
り
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

4



藍人のび多15

みなさんと一緒につくるぺ一ジです。

楽しい話題や出来事、また「こんなことを取

り上げて」といったご意見など、何でもお寄

せください。

取材や写真撮影が必要なものは、連絡をいた

だければお伺いします。

連絡は一総務課文書広報係（費57－3111内
線213、214）

麟
購
聞
賜
嵯
ー
饗
凝
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ま
た
走
ら
ん
か
い
？
」

大津仁さん
　（三ツ山）

　
　
　
　
　
　
　
　
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
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以
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ダ
　
労
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
砥
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
織

　
　
　
　
　
　
　
⇔
．

　
初
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
け
ん
い
ち
・

た
え
こ
の
『
夏
物
語
』
」
、
五
月
二
十

四
日
公
演
に
向
け
て
猛
練
習
中
の
十
二

人
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
昨
年
、
青
少
年

ホ
ー
ム
主
催
の
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
講
座
の
卒
業
生
た
ち
で
す
。

　
「
昨
年
九
月
に
二
十
五
人
で
ス
タ
ー

ト
し
た
も
の
の
十
二
人
に
な
っ
た
ん
で

何
儀
で
も
挑
戦

の
『
飛
渡
は
し
ら
ん
会
』

，
轟
薫

　　　　産　　　財　　な　き大と
　　ロマイヘ

　
「
サ
ァ
ー
、

に
も
負
け
ず
、

今
日
も
走
る
ぞ
」

雪
に
も
負
け
ず
、
　O

雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
週
一

度
の
例
会
は
必
ず
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。
飛
渡
・
十
六
集
落
の
広
い
地

域
か
ら
、
走
る
の
が
好
き
、
走
る
の
は

苦
手
だ
け
ど
世
話
を
す
る
の
が
好
き
と

い
う
九
人
の
仲
間
た
ち
で
す
。

　
新
座
の
新
春
マ
ラ
ソ
ン
に
は
じ
ま
り
、

雪
ま
つ
り
聖
火
リ
レ
i
、
加
茂
雪
椿
マ

ラ
ソ
ン
、
長
岡
ロ
ー
ド
、
飯
山
歩
け
ア

ル
ケ
、
堀
之
内
町
内
駅
伝
、
体
育
の
目

す
。
何
か
目
標
が
な
け
れ
ば
解
散
す
る

ん
で
は
と
思
い
、
み
ん
な
に
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
提
案
し
ま
し
た
」
と
話
す
大
熊

敏
郎
会
長
で
す
。

　
手
づ
く
り
の
、
し
か
も
人
前
で
踊
る

の
は
全
員
が
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、

「
こ
わ
い
、
い
や
だ
、
や
め
た
い
気
持

ち
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
不
安
や
緊
張
を
打
ち
消
そ
う

と
、
週
二
日
の
練
習
の
ほ
か
に
、
一
人

ひ
と
り
が
青
少
年
ホ
ー
ム
に
出
か
け
て

毎
日
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
歌
は
な
い

　
　
　
　
せ
り
ふ

も
の
の
、
台
詞
と
踊
り
の
一
時
間
四
十

分
の
舞
台
。
メ
ン
バ
ー
の
年
齢
に
も
ぴ

っ
た
り
の
若
い
男
女
の
恋
物
語
で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う
と
講
座
に

集
ま
っ
た
十
二
人
で
す
が
、
苦
楽
を
と

駅
伝
競
走
、
は
た
ま
た
山
形
県
小
国
へ

と
、
個
人
で
チ
ー
ム
で
、
走
る
催
し
が

あ
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
出
か
け
る
ん
で
す
。

　
例
会
の
十
キ
。
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、
好

き
な
こ
と
を
話
し
な
が
ら
、
時
と
し
て

と
ん
で
も
な
い
意
見
が
飛
び
出
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
一
昨
年

の
暑
い
お
盆
の
十
五
日
に
や
り
と
げ
た
、

新
県
庁
竣
工
を
記
念
し
て
の
飛
渡
・
新

県
庁
間
約
百
キ
。
の
タ
ス
キ
リ
レ
ー
で
す
。

地
元
県
議
、
県
庁
職
員
が
花
束
を
持
っ

て
迎
え
て
く
れ
る
中
、
地
域
の
願
い
を

込
め
た
県
知
事
あ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

手
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
月
三
日
の
正
午
か
ら
四
日

正
午
ま
で
、
飛
渡
地
区
運
動
広
場
の
完

も
に
す
る
”
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
大
好
き
”

の
仲
間
た
ち
に
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

公
演
ま
で
秒
読
み
開
始
。
　
「
ぜ
ひ
、
わ

れ
わ
れ
の
舞
台
を
見
て
く
だ
さ
い
」
と

汗
ば
ん
だ
顔
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

本番は、がんばりま一す

成
記
念
に
、
地
域
の
老
若
男
女
総
参
加

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
健
康
づ
く
り

を
目
指
し
た
二
十
四
時
間
タ
ス
キ
リ
レ

ー
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
六
月

に
は
会
津
若
松
ま
で
の
リ
レ
ー
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
継
続
し
て
や
っ
て
き
た
初
夏

の
笠
置
山
ハ
イ
キ
ン
グ
、
紅
葉
ジ
ョ
ギ

ン
グ
大
会
も
年
々
盛
大
に
な
っ
て
い
ま

す
。
飛
渡
体
協
、
婦
人
会
、
地
域
の
み

ん
な
の
協
力
の
も
と
に
、
「
や
ろ
う
！
」

と
思
え
ば
何
で
も
で
き
る
も
の
で
す
。

　
マ
イ
ペ
ー
ス
で
地
域
の
活
動
を
広
げ

る
。
．
こ
れ
が
大
き
な
財
産
に
な
る
の
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
「
来
年
は
佐
渡

へ
」
、
な
ん
て
言
わ
な
い
だ
ろ
う
な
。

ミュージカル／けんいち・たえこ1の『夏物語』

》5月24日（日）》開場14：30、開演15：00》市民会館》入場無料
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欝　　　 、鮮　、鞠

捌

「特養ホーム」をテーマに．これまでご

新田4）と佐藤一男さん（設立準備室長）

　来春オープンする運びになりました

協力をいただいた河野辺久美子さん（上

にお話をいただきました。

　
地
域
住
民
と
行
政
の

　
　
　
　
共
同
作
品
で
実
現

河
野
辺
　
下
条
地
区
婦
人
会
で
は
、
昭

和
五
十
四
年
の
広
聴
会
に
「
老
人
の
た

め
の
福
祉
・
医
療
施
設
」
を
市
に
要
望

し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
九
年
目
、
行
政

の
皆
さ
ん
か
ら
バ
ッ
チ
リ
と
要
望
を
吸

い
上
げ
て
い
た
だ
き
「
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
建
設
」
が
実
現
し
、
本
当
に
あ

り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
婦
人
会
を
中
心
に
下
条
の
皆
さ

ん
が
声
を
出
し
て
く
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
十
日
町
市
は
、
全
国
平
均
よ

り
十
年
以
上
も
早
く
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
市
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
編
成
。
地
域
の
高
齢
化
対
策
を

検
討
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
　
「
特
養

ホ
ー
ム
」
の
必
要
性
が
で
ま
し
た
。
医

師
会
の
地
域
医
療
計
画
の
答
申
で
も
、

特
養
ホ
ー
ム
を
中
核
に
”
老
人
施
設
の

充
実
を
”
と
い
う
結
論
が
で
ま
し
た
。

河
野
辺
　
い
く
つ
か
の
施
設
を
見
学
し

ま
し
た
け
ど
、
ま
ち
は
ず
れ
の
広
大
な

場
所
に
ポ
ツ
ン
と
建
っ
て
い
る
の
は
、

暗
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。
で
も
下
条
の

場
所
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。

佐
藤
　
津
南
町
に
恵
福
園
、
土
市
に
妻

有
荘
、
下
条
に
三
好
園
（
特
養
ホ
ー
ム
）

が
で
き
る
と
地
域
的
バ
ラ
ン
ス
か
ら
も

適
所
だ
と
思
い
ま
す
。

入
所
で
き
る
人
は
制
限
さ

れ
ま
す
が
症
状
に
よ
り

河
野
辺
　
入
所
で
き
る
人
は
、
年
齢
・

症
状
な
ど
制
限
が
あ
る
の
で
す
か
。

佐
藤
　
原
則
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
人

で
介
護
を
要
す
る
人
。
そ
れ
以
外
で
も

状
況
に
よ
り
入
所
で
き
ま
す
。

河
野
辺
　
そ
う
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
年
齢
に
達
し

な
く
て
も
同
じ
苦
し
み
を
持
っ
て
い
る

老
人
や
家
族
が
あ
り
ま
す
ね
。

佐
藤
　
特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
定
員
は
七

十
人
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
短
期
保
護
定

河野辺久美子さん

員
六
人
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

利
用
定
員
二
十
五
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

河
野
辺
　
短
期
保
護
は
、
あ
り
が
た
い

制
度
で
す
ね
。
在
宅
ヶ
ア
は
、
家
族
共

倒
れ
に
な
る
と
困
り
ま
す
か
ら
時
に
は

息
抜
き
も
。
突
発
的
に
不
幸
が
で
き
た

時
な
ど
、
一
時
的
に
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
れ
ば
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
切
に

佐
藤
　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

虚
弱
老
人
の
皆
さ
ん
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
・

入
浴
・
食
事
な
ど
に
通
っ
て
い
た
だ
く

と
こ
ろ
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
特
養

ホ
ー
ム
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
ら
、

利
用
者
の
た
め
に
で
き
る
だ
け
の
運
用

を
し
た
い
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手
伝
い
い
た

だ
け
れ
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

河
野
辺
　
い
い
こ
と
で
す
ね
。
社
会
と

の
交
流
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
素
人
で
す
か

ら
プ
ロ
で
あ
る
職
員
と
の
役
割
分
担
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
下
条
で
特
養
ホ
ー
ム
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
す
が
。

河
野
辺
　
そ
う
で
す
ね
。
婦
人
会
と
特

養
ホ
ー
ム
誘
致
推
進
委
員
会
が
、
下
条

地
区
全
戸
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
そ

の
な
か
で
『
三
好
園
で
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
施
設
に
す
る
た
め
に
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
運
営
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
あ
な
た
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
ま
す
か
』

の
質
問
に
、
▼
し
た
い
二
七
・
八
％

▼
し
た
く
な
い
二
・
八
％
▼
で
き
な
い

二
三
・
五
％
▼
わ
か
ら
な
い
四
四
・
三

％
▼
無
回
答
一
・
六
％
の
結
果
、
今
後

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
研
修
と
関

心
を
、
さ
ら
に
高
め
て
い
か
な
く
て
は

佐藤一男室長

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。佐
藤
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
つ
い

て
は
計
画
的
に
や
る
つ
も
り
で
す
。

河
野
辺
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
何

ら
か
の
見
返
り
が
な
い
と
続
か
な
い
気

が
し
ま
す
。
都
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
作
っ
て
仲
間
同
志
、
お

手
伝
い
や
お
返
し
を
し
た
り
し
て
運
営

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

佐
藤
　
基
本
は
奉
仕
で
す
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
同
志
の
助
け
合
い
の
組
織
を
作

る
の
は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
あ
り
が
た
い
寄
付
に

　
　
　
　
　
　
　
感
謝
し
ま
す

河
野
辺
　
寄
付
を
募
っ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
そ
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤
　
嘱
託
員
・
婦
人
会
・
老
人
会
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
の
人
た
ち
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
一
般
募
金
は
目
標
額
に

近
づ
い
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

河
野
辺
　
津
南
町
、
川
西
町
、
中
里
村
、

に
も
お
願
い
し
て
い
る
の
で
す
か
。

佐
藤
　
郡
市
は
老
人
ク
ラ
ブ
を
通
じ
、

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ

か
ら
法
人
募
金
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

河
野
辺
　
下
条
地
区
婦
人
会
で
は
、
特

養
ホ
ー
ム
設
立
基
金
と
し
て
一
円
玉
募

金
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
十
八

万
円
に
も
な
り
、
今
で
は
一
円
玉
を
見

る
と
「
特
養
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
く
ほ

ど
で
す
。

　
こ
れ
ほ
ど
愛
着
を
持
っ
て
い
る
特
養

が
九
年
が
か
り
で
実
現
す
る
わ
け
で
す

が
、
問
題
は
中
身
だ
と
思
い
ま
す
。

”
愛
と
心
と
和
の
施
設
”
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
い
な
が
ら
、
参
加
で
き
る
範

囲
で
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
河
野
辺
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う

に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
か
わ
い
が
っ
て

い
た
だ
き
”
交
流
の
場
”
と
し
て
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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ラb蕨締
下
ご
し
ら
え
が
す
め
ば

　
　
　
　
　
あ
と
は
い
っ
き
に

一2一

　　材料（3人分）

●鶏肉……2009

●干しいたけ……7枚

●玉ネギ……1個

●ニンジン……小1本

●ピーマン……4個

●カタクリ粉……大さじ3杯

●砂糖……大さじ2杯

●酢…大さじ4杯●卵…1個

●揚げ油・サラダ油…適量

酢
豚

柳　　貞　子さん

（碁5糟携）

　
下
準
備
に
少
し
時
問
が
か
か
り
ま
す

が
、
あ
と
は
簡
単
。
豚
肉
の
代
わ
り
に

鶏
肉
を
使
っ
た
の
は
、
油
分
が
少
な
く

低
カ
ロ
リ
ー
だ
か
ら
で
す
。

●
作
り
方

　
①
鶏
肉
は
、
調
味
料
で
下
味
を
つ
け

て
お
き
ま
す
。
②
中
華
鍋
に
油
カ
ッ
プ

4
杯
を
熱
し
、
下
味
を
つ
け
た
鶏
肉
に

カ
タ
ク
リ
粉
を
加
え
て
ま
ぶ
し
、
溶
き

卵
を
た
っ
ぷ
り
つ
け
て
き
つ
ね
色
に
な

る
ま
で
揚
げ
ま
す
。
③
玉
ネ
ギ
、
ニ
ン

ジ
ン
、
干
し
し
い
た
け
、
タ
ケ
ノ
コ
、

ピ
ー
マ
ン
も
さ
っ
と
油
に
く
ぐ
ら
せ
て

揚
げ
ま
す
。
④
中
華
鍋
を
熱
し
サ
ラ
ダ

油
大
さ
じ
4
杯
を
入
れ
、
か
き
混
ぜ
な

が
ら
と
ろ
み
を
つ
け
、
鶏
肉
と
野
菜
を

加
え
て
味
を
か
ら
ま
せ
ま
す
。
⑤
油
を

少
し
注
ぎ
入
れ
、
水
溶
き
の
カ
タ
ク
リ

粉
を
加
え
て
仕
上
げ
ま
す
。

．
、
矧
観

新しい味の酢豚です

？
．

串やγ薦翼だよ鰯

　　　　　Vol．2
　東小学校
親切の輪を広げよう

「
愛
」
と
「
助
け
合
い
」

の
・
い
に
も

　
’

　
と
づ
く
『
小
さ
な
親
切
』
運
動
の
輪
を

広
げ
、
学
校
を
、
郷
土
を
、
住
み
よ
い

も
の
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
主
旨
か
ら
、

東
小
学
校
で
は
十
年
以
上
も
前
か
ら
こ

　
の
運
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
各
教
室
に
親
切
ポ
ス
ト
を
備
え
つ
け

て
、
親
切
を
し
た
人
を
紹
介
し
合
っ
た

り
、
ま
た
ネ
パ
ー
ル
の
恵
ま
れ
な
い
人

た
ち
へ
医
薬
品
を
送
る
た
め
に
古
切
手

‘
を
集
め
た
り
す
る
活
動
等
を
、
児
童
会

の
親
切
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
全
校

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
各
教
室
に
は
親
切
八
力
条
が
掲
示
さ

れ
、
東
小
学
校
を
よ
り
明
る
く
楽
し
い

学
校
に
す
る
た
め
に
す
す
ん
で
あ
い
さ

つ
や
、
親
切
の
で
き
る
子
供
に
な
ろ
う

と
、
一
人
ひ
と
り
が
小
さ
な
親
切
運
動

に
参
加
し
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

、

親切委員会です「親切って気持ちいいですよ」

　　　　　瓶燃Q鳴D靴職脳蝋5蝋～轍（轍～愉

呂

き

　強い子になるようにって＼ババがつけたんだ。

でも￥女の子って言われることがあるんだ。外で

いっぱい遊んで男の子らしくならなくっちゃ。

⑳
鞭
　

北原保育所■

佐藤好人くん（5歳）

夢にみた怪獣，どんな名前をつけようかな。

阿部真矢子ちゃん（5歳）

タイヤとびをしている仲よしの友だちです。

　
毎
年
発
行
す
る
親
切
作
文
集
に
は
、

子
供
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
．
親
切
の
心
”

が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
し
ん
せ
つ
を
し
た
こ
と
」

　
　
　
　
一
年
ひ
ぐ
ま
ち
ひ
ろ

　
わ
た
し
は
、
バ
ス
の
中
で
お
ば
あ
さ

ん
が
た
っ
て
い
た
の
で
せ
き
を
ゆ
ず
っ

て
あ
げ
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
お
ば
あ

さ
ん
が
、

「
あ
り
が
と
う
」

と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
き
も
ち
が
、

す
っ
き
り
し
ま
し
た
。
う
ち
に
か
え
っ

て
、
お
母
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を
は
な
し

た
ら
、
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は

こ
こ
ろ
の
中
で
、
よ
か
っ
た
、
と
お
も

い
ま
し
た
。

　
　
　
（
6
1
年
度
　
親
切
作
文
集
よ
り
）
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□勘拠峰過
　　　老後のために…回国国国

『
　
　
　
Z

市役所 盈57－3111 （〒948千歳町3－3）

丑保険料の免除は

　今年度の1回目（4月分）の納付

書をお送りしましたが、つぎのいず

れかに該当し、家計が苦しいときは

届け出により免除が受けられます。

　①市県民税がかかっていない②失

業して収入がない③火災や風水害に

あった④病人がお｝）、高額の医療費

力ごかかる……など。

　＊免除を受けた期間の年金額は、

受けとるときに3分の1に減額され

てしまいます。家計に余裕がでたと

きは、　「追納＝10年間さかのぼって、

免除期間について納めることができ

ます」しましょう。

2サラリーマンの奥さん、

　　　　　　　加入手続きは

　昨年4月の法律改正により、ご主

人が会社や役所等に勤めている専業

主婦の奥さんも、必ず国民年金に加

入しなければならない「第3号被保

険者」になりました。保険料は、ご

主人の加入している厚生年金保険や

共済組合が負担します。

　加入手続きをいつまでもしないと、

将来、　“老齢基礎年金、を受けられ

なくなります。すぐに手続きをして

ください。

ロ間い合わせ二市民課年金係（盈内

線144、145）へ。

澹⑳鵬《◎民躍。轡体育課（総合体育館内低52－4377）

会長関□文二郎さん副会長上村安輝さん

副会長三輪定義さん副会長庭野雅弘さん

　　　　　　　　　　ぬ理事長田村邦夫さん副理事長宮入健一さん

体力つくりスイミングスクール

　　職員募集
■募集人数二若干名（男女問わず）

■資　格二年齢25歳くらいまでで、

①高校卒業以上②水泳ができ③6月

から勤務ができる人。

■間い合わせ二体力つくりスイミン

グスクール（費58－3343）へ。

硬式テニス初級者講習会

■主　催二市テニス協会

■日　時＝6月～9月までの毎月10

日（4回）、午後8時～10時・ナイ

ター。雨天中止

■会　場＝城ケ丘庭球場

■参加料＝毎回200円

■申し込み二当日、会場で受け付け

ます。

■間い合わせニテニス協会（渡辺淳

一㊥盈57－2852、⑨盈57－4232）へ。

市体育協会の新役員

　が決まりました（任期62，3年度）

，　山菜採りサイクリング
　：

　：　■主　催＝市サイクリング協会
　コ
　・　■日　時二5月24日（日）、市役所前に
　ド

　：　午前8時集合、午後4時ごろ着。雨
　し

　1　天中止。
　ド

　：　■コース＝市役所→名ケ山→鉢
　コ
　・　の石仏（昼食、山菜料理・豚汁あり）
　コ

　：　→高島→市役所の約20kmコース
　ド
　・　■会　費二1，000円（保険料など）
　ド

　：　小学生以下は父兄同伴のこと。
　ロ

　・　■申し込み＝総合体育館、またはサ
　ヨ

　：　イクリング協会（マルセイサイクル
　し

　1　盈57－4860）へ。
　：

　：

　し

i　第2詔回バ云紘磁』ボール・
　：

　：

　：

　：

　：

　：

　：

　：

　1

バドミントン教室

■主催＝市体育協会
　　　　市バドミントン協会

■日　時＝5月20日困～7月22日㈲

までの毎週水曜日（10回）、午後7

時半～9時半。

■会　場二総合体育館

■対　象＝初心者（一般、婦人、中・

高校生）

■参加料＝無　料（入館料も不要）

■問い合わせ二総合体育館、または

バドミントン協会（水落、十日町水

道工業サービス課盈57－8211）へ。

〈12　00～〉

　新日鉄
〈13　40～＞

　住友金属

日本リーグ2部

対　大和証券

日本リーグ1部
対　マツダオート

□入場券（当日券）

一一般券：1，500円（1，700円）

高校生券：1，000円（1，200円）

中学生券：　800円（1，000円）

小学生券：　500円（700円）

ロ入場券販売所　〉総合体育館〉エ

　ビスヤ〉庭野スポーツ〉サン・ス

　ポーッ〉やまだスポーツショップ

　〉大万書店
＊開場時間／10：00

＊駐車場／大変混雑します。車はできるだけご遠慮ください。

曜匪D体育施設無料開放日は（唖）です。 8



口翻鋭鯉酎毯 市役所智57－3111（〒948千歳町3－3）

困っていることありませんか一

円高関連下請け相談会

　下請け中小企業者および親事業者

の取り引きあっせん、制度融資、下

請け問題などについての移動相談会

を開きます。

　円高の現在です。いろいろ困って

いること、問題点もあろうかと思い

ます。どうぞ気軽においでください。

ロ日　時＝5月21日休〉

　　　　　午後1時～4時
口会　場＝十日町商工会議所

口相談内容＝①受・発注に関するこ

と②下請け取り引きの苦情・粉争等

のこと③制度金融に関すること④そ

の他、下請け全般に関すること。

□相談員＝・県中小企業振興公社職員、

商工会議所経営指導員、市担当職員

口問い合わせ＝商工観光課工業労政

係（盈内線230、231）または商工会

議所（盈57－5111）へ。

無利子の貸付制度一

設備近代化資金
　県では、設備の近代化を計画中の

中小企業者の皆さんに、「無利子の

設備資金」の貸付制度を行っていま

す。ご利用ください。

ロ資金名＝中小企業設備近代化資金

ロ問い合わせ＝商工観光課工業労政

係、商工会議所、水沢商工会（盈58

－3035）へ。

團の国圃圃國

齢蝉

を集めて
います
市博物館
智57－5531

憲

－
N
蚤

　近年、十日町においても生活様式の急

激な変化によって、伝統的な雪国の生活

習慣や行事とその関連資料が失われてい

く現状にあります。

　市博物館ではこうした中で、豪雪地・

十日町を中心にこの地方で使われた冬の

民具（雪積期用具）を重点的に集め、一

大ヨレクションを整えて後世に残そうと

収集活動を始めました。皆さんのご家庭

にある昔ながらの雪国生活資料（雪具）

を、ぜひ市博物館に提供してください。

　こうした収集ができるのも今回が最後

のチャンスかも知れません。倉や屋根裏

で人知れずねむっている品々を、もう一

度点検していただきたいと思います。連

絡をお待ちしています。

　たとえば…　①衣生活用具一衣　類、履　物など　②食生活用具一貯蔵、

保存、加工、醸造、製造などに使った用具③住生活用具＝防風雪、除雪、

暖房などに使った用具④生産・生業用具一手仕事、炭焼きζ農作業、機仕

事などに使った用具⑤交通用具二歩行、道踏みなどに使った用具　⑥運搬

用具＝ソ　リ、運搬具など　⑦娯楽遊戯用具一ソ　リ、スキー、スケートな

ど　⑧信仰儀礼用具＝小正月行事などに使った用具

「くみ取り』のお願い

　　　衛生施設組合　盈52－3924

　春先は大変混みあいます。早めに

申し込んでください。また下水道工

事を計画しているときは、工事日時

に合わせて1週間くらいの余裕をも

って申し込んでください。

　〉㈲するがや清掃社盈52－2018

　〉津南清掃社盈52－3707
　〉下条清掃社盈55－2046
　〉川　西清掃社盈68－3155
〈お願い〉便槽の中にビニール製品、

下着類など、いろいろな物が投げ込

まれています。機械の故障や処理作

業の遅れの原因になります。トイレ

ットペーパー以外は入れないでくだ

さい。

　　1年間の調査・研究の成果を語る

市史リポー噛粘か鶴

6月上旬刊行

A5版200頁
価格1，000円

市内書店に申し込みください。

十日町市史編さん委員会

＜第¶集＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「一遍上人絵詞伝」〈主な内容＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かえん
　〇十日町の雪　○雪虫のはなし　○信濃川上流域の火焔型土器　o戦
　　　　　　　　　　　　　　えことばでん
　国時代の十日町　○「一遍上人絵詞伝」解題　○妻有地方の近世の街

　道〇十日町小唄の歩み〇十日町の月ごとの祭り○「我が家の歴

　史」　「私たちの町内（地域）の歴史」応募作品

9とおガ夢3昭和62年5月10日



［二麹麹峰過

　サ

　特別養護老人ホーム「三好園」建

設運営資金（4月8日～27日受け付

け分）＝累計：182町内，3団体．12

個人から859万1，864円

■十日町地区　栄町・48戸（47，500

円）本町1上・30戸（34，000円）本

町1下・29戸（43，500円）本町東1・

40戸（43，000円）本町西1・32戸

（35，800円）本町3・11戸（11，000

円）本町4・28戸（32，000円）本町

5・55戸（56，000円）本町6－1・

61戸（61，500円）本町6－3・67戸

（62，500円）袋町東・24戸（24，000

円）袋町西・39戸（39，000円）高田

町1・45戸（49，500円）高田町2・

41戸（39，500円）高田町3東・35戸

（39，000円）丸山町・54戸（55，500

円）高田町3西・68戸（69，000円）

昭和町1・59戸（72，000円）昭和町

3・38戸（59，000円）昭和町4・41

戸（45，000円）泉町・39戸（39，000

円）西寺町・22戸（27，000円）七軒

町・27戸（28，300円）駅通り・43戸

（53，000円）旭町・3戸（3，000円）

稲荷町1追加分・1戸（1，000円）稲

荷町2・50戸（49，500円）稲荷町3

本通り・57戸（58，500円）稲荷町3

東・19戸（19，500円）稲荷町3北38

戸（35，500円）稲荷町4・80戸（77，400

円）津池・11戸（11，000円）稲荷町

西・45戸（39，000円）西本町1・37

戸（37，100円）西本町2・76戸（63，100

円）田中町本通り・76戸（82，000円）

水野町・19戸（19，500円）若宮町・

22戸（22，000円）田中町東・23戸

（21，700円）田中町西・33戸（34，500

円）千代田町・56戸（56，106円）諏

訪町・34戸（34，000円）神明町・18

戸（19，000円）学校町1・52戸（54，500

円）学校町2・56戸（61，000円）八

幡田町・44戸（41，700円）川原町・

47戸（50，500円）下川原町・40戸

（41，500円）田川町1・66戸（72，500

円）佃川町2・75戸（68，000円）田

川町3・96戸（91，700円）

■中条地区　新座2・69戸（64，500

円）新座1・112戸（119，000円）新座

3・96戸（95，200円）新座4－1・

69戸（7万円）本町7－1・98戸

市役所智57－3111（〒948千歳町3－3）

（96，000円）本町7－2・102戸

（10万500円）四日町新田2・32戸

（32，000円）三和町・36戸（34，000

円）南新田町1・26戸（26，000円）

南新田町2・33戸（33，000円）四日

町中原・64戸（64，000円）四日町1・

56戸（51，500円）四日町2・80戸

（86，000円）尾崎・71戸（68，500円）

四日町3・70戸（70，800円）上原新

町・42戸（39，500円）上町・80戸

（80，500円）中町・76戸（76，500円）

中条旭町・107戸（12万7，500円）中

条島・86戸（86，000円）山新田・5戸

（5，000円）中条菅沼・16戸（16，000円ア

■川治地区　妻有町西1・2丁目・

45戸（45，000円）妻有町東1・27戸

（25，500円）塚原町・16戸（13，500

円）川治上町1・39戸（19，500円）

川治上町2・54戸（27，000円）川治

中町・39戸（42，000円）川治内後・

72戸（71，100円）北新田1・81戸

（8万円）北新田2・64戸（61，600

円）北新田3・71戸（63，330円）川

治下町1・55戸（53，500円）川治下

町2・59戸（59，000円）谷内丑1・

56戸（48，400円）谷内丑2・23戸

（21，500円）高山2・43戸（31，500

円）高山4・44戸（46，500円）城之

古1・67戸（67，000円）山本町2・

30戸（3万円）錦町1・39戸（19，500

円）錦町2・29戸（29，000円）美雪

町1・2丁目・48戸（47，000円）美

雪町3・55戸（56，000円）春日町2・

63戸（63，000円）春日町3・62戸

（60，500円）桜木町・35戸（35，000

円）高田町4・40戸（50，500円）高

田町5・66戸（66，000円）高田町6・

34戸（34，000円）山本町1・51戸

（53，000円）千歳町・58戸（25，000

円）城之古2・39戸（39，000円）山

本町3・35戸（37，000円）山本町4・

29戸（29，000円）山本町5・18戸

　（18，000円）寿町1・23戸（23，500

円）寿町2・3丁目・70戸（35，000

円）寿町4・41戸（41，000円）河内

町・32戸（34，200円）関根1・36戸

　（22，500円）笹之沢・19戸（9，500円）

落之水・14戸（14，000円）池之平・

19戸（19，000円）椌木・16戸

　（13，000円）

■六箇地区・ニツ屋・30戸（3万円）

船坂・17戸（17，000円）塩ノ又・12戸

（12，000円）

■吉田地区　稲葉・71戸（65，750円

吉田山谷・96戸（97，000円）樽沢・

53戸（53，500円）名ケ山・50戸

（51，500円）鉢1・41戸（40，500円）

鉢2・38戸（38，000用）中平・19戸

（18，500円）

■下条地区　廿日城・15戸（15，000

円）上新田1・49戸（73，000円）上

新田2・40戸（59，000円）上新田3・

36戸（39，000円）上新田4・51戸

（52，600円）原・66戸（78，500円）

下条栄町・57戸（60，500円）桑原・

38戸（58，000円）新光寺・18戸

（38，000円）蟹沢・8戸（12，000円）

水口・62戸（11万4，500円）下山・24

戸（25，500円）仙之山・19戸（19，000

円）二子・33戸（33，500円）

■団体　老人ホーム妻有荘入所者一

同（30万円）老人ホーム妻有荘職員

一同（1万円）

■個人　小林孝寿（新潟市・3万円）

高橋サイ　（川西町・2万円）

り　　り　　り

　社会福祉事業へ＝羽鳥忠太郎（田

中町本通り・3万円…香典返し）桜

木町3組（1，000円）羽根川荘募金箱

（2，474円）県教職員組合中魚沼支部

（1万円）岡村建治（1，000円）堀隆

行（新潟市・14，100円）東北電労青

年部（36，906円）

　交通遺児等援助基金＝関口潔（加

賀糸屋町・28，100円…廃品回収ほか）

　博物館へ（各種資料）二越村竜平

（新座）柳一徳（高島2）梧沢定芳

（山本5）梧沢益蔵（山本2）村山

喜義（新座2）岩田仙太郎（天池）

小海俊彦（原）田村政治（諏訪町）

山田正（水口）田村守一（下条）

高橋富勇（高山2）小林軍治（桜木

町）滝沢奥太郎（四日町3）波形卯

二（魚之田川）阿部巌（北原）関芳

織物㈱（山本）樋口健一（上町）庭

野功治（袋町東）庭野淳子（高田町

1）斉木政計（田川町）宮沢春雄

（伊達4）太田長吉（南鐙坂）馬場

久夫（小泉）下条小学校
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［コ翻陶峰過 市役所盈57－3111（〒948’千歳町3－3）

昭和62年度lrがん検診●●璽昭和23年4月1日以前に生まれた人

　自覚症状のない初期のうちに発見

し治療すれば、ほとんどが治ります。

どんなに元気な人でも、毎年1回は

必ず検診を受けましょう。

口申し込み＝4月中に嘱託員さんを

通して申込書を回収しましたが、新

たに希望する人は、11月11日（幻まで

に保健衛生課保健衛生係（盈内線

139）へご連絡ください。

検診日程 会　　　　　場 9 18働 吉　田　集　会　所月 日

5 16（土〉 新水克雪センター 10
15・16・17
休）㈹仕） 水沢地区公民館

6
19・22・23
㈹（月）（幻 下条地区公民館

11

12休〉 保健セ　ン　タ　ー

7

7・8・9
（幻㈱休） 中条地区公民館 13働 新座コミュニティーセンター

18（土） 羽　　根　　川　　荘 14（土） 大井田コミュニティーセンター

8 12㈱ 馬　場　小　学　校
12

1～4
（幻　㈹ 保健セ　ン　タ　ー

9 16㈹ 吉田就業改善センター 14～19
（月）（土） 保健セ　ン　タ　ー

受付時間：いずれの会場も午前8時半～11時です

ジャガイモ栽培農家の皆さん

　　　　　　　おうはん
　　馳ばこ黄斑えそ病」予防にご協力を

　近年、たばこのウィルス病（たば

こ黄斑えそ病）が多く発生していま

す。たばこに感染すると、葉が枯れて

たれ下がって収穫が全くできないこ

ともあり、たばこ耕作者にとっては

深刻な問題となっています。

　この病気はアブラムシが原因で、

自家用採種したジャガイモはほとん

どこの病菌を持っていますが、病状

が軽いため見過ごしがちです。

　たばこ畑の被害を防ぐため、ジャ

ガイモ栽培農家の皆さんにご協力を

お願いします。

①堀り残したジャガイモ、くずイ

5月14日㈱休館です一

羽根川荘　盈52－5434

　いつもご利用いただきましてあり

がとうございます。

　5月14日休）は、作業停電のために

休館となります。ご近所の方にもお

伝えください。

モは伝染源となりますので、芽が出

ないように埋める。

　②たばこ畑とジャガイモ畑の近接

を避けるため、たばこ耕作者と話し

合いをする。

　③たばこ畑の近くにジャガイモ畑

があるときは、アブラムシの薬剤防

除をする。

　④ジャガイモをホ直えつけるときは、

“ダイジストン粒剤”か“オルトラ

ン粒剤”を株当たり3～4gを使い、

初期のアブラムシ防除をする。

□問い合わせ＝・十日町市農協営農課

（智57－1571）へ。

⑦作業停電
東北電力㈱十日町営業所盈52－3107

　5月20日’㈱午前9時～11時半◆高

山3、高田町6の各一部　午後2時

～5時◆泉町の一部

　5月26日㈹午前9時～正午◆高田

町6の一部

軽自動車税の一

身障者減免申請
　身体障害者の方が、軽自動車税の

減免を受けようとするときは申請手

続きが必要です。

ロ申請に必要なもの＝レ申請書（税

務課にあります）レ身体障害者手帳

〉運転免許証〉納付書（通知書）

〉印　鑑

ロ申請の受付期間＝5月16日仕）～25

日（月）まで

ロ申請・問い合わせ＝税務課管理収

納係（暦内線114、115）へ。

狂犬病の予防注射

　　　十日町保健所　盈57－2400

ロ対象の犬＝今年4月以後に生まれ、

生後91日以上になった犬で、まだ狂

犬病予防注射を受けていない犬。

ロ日　時二5月23日（土〉

　　　　　午前9時半～11時
ロ会　場二十日町保健所

口持参するもの＝「印　鑑」と「登

録料、手数料など4，700円」

テレフオンカード1枚900円

きもののまちからのおたより

■クロス10、織物組合でお買い

上げください。

ザのロ　グ　クロびロび　び　ク　びほグ　ク　ぴぼタロび　ロ　ク　グ　　ロクヨクロび　クヨク　クロび　の　びロの　　　　ロダ　ダ　クヨごロク　ワ　クヨ　　ゲ　ヲ　グほひ　ク　ダ　びログ　クロの　のロの　　ロクロダ　グのク　　のク　グ　ダ　ク　び　ク　コロゆハ

i5月交通安全キャンペーン　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　⊂［亘）交通事故発生状況（）61年i

i　5月11日（月）～5月20日㈱　　　　　　　　　　　　1
9
！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

i春の全国交通安全運動　　　　　　　　　　　　　　i
！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
ミ

11、子供と高齢者の交通事故防止　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
じ

12、正しい方法によるシートベル　　　　　　　　　　　　　　i
ロ

1　　ト・ヘルメット着用の徹底　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ミ

13、若者運転者の無謀運転の追放　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
逼

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
し69。。。gr。48，一一一ρ”’一，。9一ρ一8一’9ρ一4。。一98’一」一，8，一，一∂醒」σ，一8一ρ一、一」9θ一，。ρ一，一ρσ，9’一，一ρ一，一ρ。ダーρ一，8σ9ダ9ρ一，8ρ8」一ρ一ダ8，6，一ρ“，。σ一，一，一び一’9・998譲

市町村名 発生件数 傷者数 死者数

十日町市 3（10） 3（12） O（O）

川西町 0（2） 0（3） O（O）

津南町 1（2） 1（3） 0（0）

中里村 0（2） 0（2） 0（0）

小　　計 4（16） 4（20） 0（0）

累　　計 30（46） 36（58） 1（0）

ユユ　と・おガ夢3昭和62年5月10日
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を
研

究
中
と
か
。
近
い
将
来
、
商
品
に
な
る

の
は
間
近
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●連絡は一
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毎
風
か
お
る
五
月
。
妻
有
の
里
も
一
年

　
の
う
ち
で
最
も
緑
の
美
し
い
季
節
と
な

　
り
ま
し
た
。
眼
に
し
み
る
青
葉
を
眺
め

　
て
い
る
と
身
も
心
も
清
め
ら
れ
る
感
じ

　
が
し
ま
す
。
き
ょ
う
は
成
人
式
で
す
。

　
七
百
四
十
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
、
若

　
々
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
。
　
「
今
ど
き
の
若

　
い
者
は
…
…
」
と
言
わ
ず
に
、
や
り
た

　
い
こ
と
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
挑
戦
。

　
夢
が
現
実
に
な
る
よ
う
に
長
い
目
で
み

　
た
い
も
の
で
す
。

　
毎
四
月
二
十
八
日
、
市
政
事
務
嘱
託
員

　
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
嘱
託
員
さ
ん

　
に
は
、
市
民
と
市
と
の
パ
イ
プ
役
を
お

　
願
い
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
も
、

　
ぜ
ひ
応
援
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
…
。

醐
伽
高
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齢がま妙含然

　スミレ②

　日当たりのよい山野や畑に生え

る多年草です。

　若葉が映える5月中旬ごろ、濃

い紫色の花を咲かせます。スミレ

色とか、スミレのマークなどは、

ほとんどこの種がもとになってい

ます。

　スミレ類は、大きく分けると、

二つのグループになります。一一つ

は、地上に茎のある仲間でタチツ

ボスミレやツボスミレです。もう

一つは、地上に茎がなく花や葉が

地面から直接でる種で、大部分の

スミレがこの仲間になります。

市の木

ユ2
i太旧の灘簿

4月30日現在

住民基本台帳
人口47，544人（前月比一28）男23，348人（一14）女24，196人（一14）世帯数12，331（＋60）


